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                                 平成２７年３月２４日 

足立区立渕江中学校 

学校長 惣田 修一 様 

足立区立渕江中学校 開かれた学校づくり協議会 

会長 山本 輝夫   

 

平成２６年度 学校関係者評価書 
 

１． 自己評価書全般について 

校長・副校長はもとより教職員の連帯感が学校運営を円滑化し、教職員の一体感が相乗

効果をもたらした。生徒の学習意欲と、学校三大行事、部活動に取り組む姿は、地域の学

校評価を高めている。生徒の活躍は目覚ましいものばかりだ。「一人一人が輝く学校」渕

江中イズムは伝統としてさらに進化している。 

課題を掲げ果敢に取り組む管理者の姿勢はすべて結果に帰するが、校長の明確なビジョ

ンは毎年着実に具現化され評価されなければならない。また、教職員の実践と信頼は積み

上げる程に成果は大きくなり、学校の総合的な高い評価は、地域のポテンシャルとも云え

るのかも知れない。 

自己評価書による分析・検証は適正であり潜在力ある渕江中学校として大いに期待した

い。 

 

 

２．学校から提示された「課題」や「保護者・地域への期待」について 

基礎学力の定着と学力の向上、秩序と活力のある学校生活、学力向上を視点とした教員

の指導力向上を「チーム渕江」の力が遺憾なく発揮しチームワークで課題に取組まれてい

る。問題はすべて現場にあり問題を速やかに改善する事が望まれる。新年度も引き続き重

点取組事項に成果を上げたい。 

ボランティア活動も生徒・先生の活躍は地域で際立って高い。地域にリーダー的存在で

あり、高い評価を受けている。特に、校長、副校長の献身的な参加は地域貢献を果たして

いる。 

 

 

３．その他 

  「人は学ぶ。人は変わる。人は輝く。」教育テーマの推進にさらに期待したい。「人間力・生

きる力」を学ぶ、年齢に相応しい今を渕江中学校で体験、実践して学ぶ。渕江中の三大事業

はまさに人間調整能力を学ぶ場だ。それぞれが違うステージで輝く役割を学ぶ実学以上の何

物でもない、心の修練場だ。基礎学力は必ず「自主的に学ぶ生徒」「使命感に燃える教師集

団」の相互に力を発揮するであろう。信頼関係は必ずや成就する。    


